
資料－１ 

石狩川上流減災対策協議会(第４回) 

 

            日時：平成 30 年 2 月 27 日(火) 

                  場所：アートホテル旭川 3階ボールルームⅠ 

 

 

 

次   第 

 

１ 開 会 

   

 

２ 挨 拶 

 

   

３ 議 事 

 

○規約の改正について（P2～） 

 

○幹事会の報告（P5～） 

 

○減災にかかる各機関の取組状況の共有について（P8～） 

 

○石狩川上流の北海道管理河川を含めた取組方針の改定について（P17～） 

 

○大雨や台風から命を守る～進化した気象警報＆危険度分布 

 

○今後のスケジュールについて 

 

４ その他                        

 

 

５ 閉 会 
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石狩川上流減災対策協議会 規約（案） 

 

（名称）  

第１条 この会議は、「石狩川上流減災対策協議会」（以下「減災対策協議会」とい

う。）と称する。 

  

（目的）  

第２条 この減災対策協議会は、過去の出水の教訓を踏まえ、石狩川上流における堤防の

決壊や越水等に伴う氾濫に備え、河川管理者、北海道、市町村等が連携して減災のための

目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進し、社会全体で常に洪

水に備える「水防災意識社会」を再構築することを目的として、水防法第十五条の九に

基づき設置するものである。  

 なお、減災対策協議会の対象河川は、石狩川水系における、旭川開発建設部及び旭川建

設管理部が管理する河川とする。 

 

（減災対策協議会）  

第３条 減災対策協議会は、別表－４の職にある者をもって構成する。 

２ 減災対策協議会に会長を置き、会長は旭川開発建設部長とする。 

３ 会長は、減災対策協議会の事務を掌理する。 

４ 会長は、第１項によるもののほか、減災対策協議会の同意を得て、必要に応じて別表

－４の職にあたる者以外の者（学識経験者等）を参加させることができる。 

 

（実施事項）  

第４条 減災対策協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。  

１ 洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は連

携して実施している現状の減災に係る取組状況等について共有する。  

２ 円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水等を実現する

ために各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた取組方針を作成

し、共有する。  

３ 取組方針に基づく対策の実施状況を確認する。 

４ その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施する。  

 

（減災対策幹事会）  

第５条 減災対策協議会に減災対策幹事会を置く。 

２ 減災対策幹事会は、別紙－４の職にある者をもって構成する。 

３ 減災対策幹事会に幹事長を置き、幹事長は旭川開発建設部次長（河川・道路）をあて

る。 

４ 幹事長は減災対策幹事会の事務を掌理する。 

５ 減災対策幹事会は、減災対策協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減 
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災対策等の各種検討、調整を行い、その結果について減災対策協議会に報告する。 

６ 幹事長は、第２項によるもののほか、減災対策幹事会の同意を得て、必要に応じて別

表－４の職にあたる者以外の者（学識経験者等）を参加させることができる。 

 

（会議の公開）  

第６条 減災対策協議会は、原則として公開とする。ただし、審議内容によっては、減災

対策協議会に諮り、非公開とすることができる。  

２ 減災対策幹事会は原則非公開とし、減災対策幹事会の結果を減災対策協議会へ報告す

ることにより公開と見なす。 

 

（減災対策協議会資料等の公表） 

第７条 減災対策協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。 

ただし、個人情報等で公表することが適切でない資料等については、減災対策協議会の了

解を得て公表しないものとする。 

２ 減災対策協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した構成員の確

認を得た後、公表するものとする。 

 

（事務局）  

第８条 減災対策協議会及び、減災対策幹事会の事務局は、旭川開発建設部治水課及び、

旭川建設管理部事業室治水課に置く。 

２ 減災対策協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

３ 減災対策幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

 

（雑則） 

第９条 この規約に定めるもののほか、減災対策協議会の議事の手続きその他運営に関し

必要な事項については、減災対策協議会で定めるものとする。 

 

（附則）  

第１０条 本規約は、平成２９年６月２９日から施行する。 

     本規約は、平成３０年２月２７日から施行する。（改正）  
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別表－４     石狩川上流 減災対策協議会 
 
関 係 機 関 減災対策協議会  減災対策幹事会 

旭川開発建設部 旭川開発建設部長(会長) 旭川開発建設部次長（幹事長） 

公物管理課長 

治水課長 

施設整備課長 

防災対策官 

旭川河川事務所長 

大雪ダム管理支所長 

忠別ダム管理支所長 

旭川地方気象台 旭川地方気象台長 旭川地方気象台防災管理官 

上川総合振興局 

 

 

上川総合振興局長 

 

 

地域創生部地域政策課主幹 

旭川建設管理部用地管理室長 

旭川建設管理部事業室長 

旭川建設管理部用地管理室維持管理課長 

旭川建設管理部事業室治水課長 

北海道警察旭川方面本部 旭川方面本部警備課長 

旭川中央署長 

旭川東署長 

旭川方面本部警備課課長補佐 

旭川中央署警備課長 

旭川東署警備課長 

陸上自衛隊第二師団 陸上自衛隊第二師団長 司令部 

石狩川上流水系 

市町村 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市長 

鷹栖町長 

東神楽町長 

当麻町長 

比布町長 

愛別町長 

上川町長 

東川町長 

美瑛町長 

旭川市防災安全部防災課長 

鷹栖町総務企画課長 

東神楽町総務課長 

当麻町総務課長 

比布町総務企画課長 

愛別町総務企画課長 

上川町企画総務課長 

東川町企画総務課長 

美瑛町建設水道課長 

事務局 旭川開発建設部 治水課 

旭川建設管理部事業室 治水課 
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１ 

 

○幹事会の報告 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第1回）（平成２８年８月３日） 

 

○「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく石狩川上流の減災に係る取組方針  

（案）について 

○今後の進め方について 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 防災安全部防災課 課長 矢野 博巳 

鷹栖町 総務企画課 課長 上西 義幸 

東神楽町 総務課 課長 助乗 健治 

当麻町 総務課 課長 鍛冶 隆 

比布町 総務企画課 課長 平井 義正 

愛別町 総務企画課 課長補佐 小森 優 （代理） 

上川町 企画総務課 課長補佐 飛島 紀正（代理） 

東川町 企画総務課 課長 市川 直樹 

美瑛町 総務課 

建設水道課 

課長 

 

欠席 

 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

課長 欠席 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

課長 

主査 

中尾 肇 

浜田 祐悟（隨行） 

旭川建設管理部 事業室治水課 課長 欠席 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 課長補佐 

災害係員 

佐々木 学（代理） 

齋藤 龍也（隨行） 

陸上自衛隊 第二師団 司令部 第3部 防衛警備幹部 佐藤 俊輔（代理） 

旭川地方気象台  防災管理官 

水害対策気象官 

浅井 義孝 

増澤 宏紀（隨行） 

旭川開発建設部  次長（道路・河川） 巖倉 啓子 

 公物管理課 課長 谷坂  昭彦 

 治水課 課長 一法師 隆充 

 施設整備課 課長 山上  満寿夫 

 防災対策官 防災対策官 馬場  道隆 (代理) 

 旭川河川事務所 所長 柿沼 孝治 

 大雪ダム管理支所 支所長 中村 真二 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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２ 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第２回）（平成２９年４月２８日） 

 

○水防災意識社会再構築に向けた取組状況について 

○「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づく北海道管理河川での取組について 

○減災対策委員会設置要領（案）について 

○北海道管理河川における現状の水害リスク情報や取組状況について 

○「概ね 5年間で実施する取組」の進捗状況について 

○今後のスケジュール（案）について 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 

 

防災安全部防災課 主査 

主査 

氏家 力 （代理） 

川島 常伴（随行） 

鷹栖町 総務企画課 課長 欠席 

東神楽町 総務課 主査 鈴木 大介（代理） 

当麻町 総務課 防災係長 佐々木 淳（代理） 

比布町 総務企画課 課長 平井 義正 

愛別町 総務企画課 課長 欠席 

上川町 企画総務課 課長 小路 枝美子 

東川町 企画総務課 室長 藤井 貴慎（代理） 

美瑛町 建設水道課 

総務課 

課長 

課長 

芝生 公之 

鈴木 貴久（随行） 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

課長 欠席 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

課長 

主査 

寒河江 正 

石田 拓 （隨行） 

旭川建設管理部 事業室治水課 

 

課長 

主査 

上前 孝之 

辻 輝之 （随行） 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 課長補佐 

災害係員 

佐々木 学（代理） 

齋藤 龍也（隨行） 

陸上自衛隊 第二師団 司令部 第3部 防衛警備幹部 佐藤 俊輔（代理） 

旭川地方気象台  防災管理官 

水害対策気象官 

浅井 義孝 

増澤 宏紀（隨行） 

旭川開発建設部  次長（道路・河川） 巖倉 啓子 

 公物管理課 課長 佐藤 明人 

 治水課 課長 一法師 隆充 

 施設整備課 課長 山上  満寿夫 

 防災対策官 防災対策官 浅岡 照夫 

 旭川河川事務所 所長 仙石 雅之 

 大雪ダム管理支所 支所長 中村 真二 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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３ 

 

石狩川上流 減災対策幹事会（第３回）（平成３０年２月２日） 

 

○規約の改正について 

○減災に係る各機関の取組状況の共有について 

○石狩川上流の北海道管理河川を含めた取組方針の改訂について 

○今後のスケジュールについて 

出席者 

所 属 課所名 役職名 氏 名 

旭川市 防災安全部防災課 課長 内村 充彦 

鷹栖町 総務企画課 課長 上西 義幸 

東神楽町 総務課 課長 小泉 義隆 

当麻町 総務課 課長 鈴木 英樹 

比布町 総務企画課 課長 欠席 

愛別町 総務企画課 課長 山中 富士男 

上川町 企画総務課 課長 小路 枝美子 

東川町 企画総務課 課長 欠席 

美瑛町 建設水道課 課長 芝生 公之 

上川総合振興局 地域創生部 

地域政策課 

課長 中田 貴之（代理） 

旭川建設管理部 用地管理室 

維持管理課 

課長 寒河江 正 

旭川建設管理部 事業室治水課 

 

課長 

主査 

上前 孝之 

辻 正意 （随行） 

北海道警察 

旭川方面本部 

警備課 課長補佐 

災害係主任 

佐々木 学 

岡本 学（隨行） 

旭川中央警察署 警備課 課長 和島 史武 

旭川東警察署 警備課 課長 

主任 

田中 慶司 

白崎 丈大（随行） 

陸上自衛隊 第二師団司令部 防衛警備幹部 和田迫 亮（代理） 

旭川地方気象台  防災管理官 

水害対策気象官 

浅井 義孝 

増澤 宏紀（隨行） 

旭川開発建設部  次長（道路・河川） 巖倉 啓子 

 公物管理課 課長 佐藤 明人 

 治水課 課長 一法師 隆充 

 施設整備課 課長 山上  満寿夫 

 防災対策官 防災対策官 浅岡 照夫 

 旭川河川事務所 所長 長原 融（代理） 

 大雪ダム管理支所 支所長 中村 真二 

 忠別ダム管理支所 支所長 福島 秀次 
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石狩川上流の減災に関する取組方針　フォローアップ

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

■洪水氾濫を未
然に防ぐを対策

河道掘削、浸透対策、浸食対策、河道内
伐木

旭川開発建設部
上川総合振興局

～平成32年度
（振興局：～平成33年度）

平成32年の完了を目指し河道掘削、浸透対
策・侵食対策を実施

引き続き、平成32年の完了を目指し河道掘
削、浸透対策・侵食対策を実施
（振興局：平成33年度）

■危機管理型
ハード対策

堤防天端の保護、堤防法尻の補強
旭川開発建設部
上川総合振興局

～平成32年度
（振興局：～平成33年度）

当面整備に至らないが、氾濫リスクの高い
区間について、優先度を考慮し天端舗装・
法尻補強を実施

引き続き、平成32年の完了を目指し天端舗
装・法尻補強を実施
（振興局：平成33年度）

①住民の避難行動を促し、迅速な水防活
動を支援するため、スマートフォンを活用
したリアルタイム情報の提供のシステム構
築

旭川開発建設部 平成28年度から実施

「市町村向け川の防災情報」への水位予測
情報の配信を予定

 ②円滑な避難活動や水防活動を支援す
るため、簡易水位計や量水標、CCTVカメ
ラの設置

旭川開発建設部
上川総合振興局
石狩川上流自治体

平成28年度から実施
（振興局：平成30年度から
実施）

「河川リアルタイム情報（本局HP）」における
CCTV提供画像の地点を追加拡大

市町村向けに「簡易水位計情報」の配信

③迅速な水防活動に資するための水防拠
点整備や、洪水の長期化に備えた水防資
機材の整備について検討

旭川開発建設部
上川総合振興局

～平成32年度
（振興局：～平成33年度）

水防拠点の整備に向けた設計、地元調整
等を実施

④SNS、防災ラジオ、緊急エリアメール、コ
ミュニティーFM等の様々な情報伝達手段
の整備（多言語化対応含む）

石狩川上流自治体
平成28年度から検討・実
施

・緊急速報メール等で周知を継続。
・情報伝達手段（多言語化対応含む）の多
様化について検討。
・デジタル防災無線導入事業を実施。

・引き続き検討を実施。

9 9

⑤避難場所の明確化（避難誘導のための
看板設置等）に関する取組を行う
（多言語化対応含む）

石狩川上流自治体
平成28年度から検討・実
施

・既存の標識にピクトグラム（標準仕様）を添
加した標識に随時変更。
・避難誘導看板の設置の必要性を含め検
討。

・引き続き、避難所看板の明確化
（ピクトグラムを添加）を実施。
また、多言語化対応に対する検討を実施。
・避難所看板の整備

9 6

ハード対策
の

主な取組

■避難行動、水
防活動、排水活
動に資する基盤
等の整備

取組着手
市町村数

H30以降取組内容
対象

市町村数
目標時期大項目 中項目 小項目 H29取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

取組着手
市町村数

H30以降取組内容
対象

市町村数
目標時期大項目 中項目 小項目 H29取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）

 ①円滑かつ迅速な避難行動のため、避
難勧告等の発令に着目したタイムライン
の作成及び精度向上を行う

旭川開発建設部
上川総合振興局
石狩川上流自治体

平成２８年度実施

完了 タイムラインを用いた訓練や実際の対応等
を踏まえた精度向上を実施予定

9 9

②わかりやすい洪水予報伝文への改良を
行う

旭川開発建設部
旭川地方気象台

平成２８年度実施

完了

③避難行動要支援者の避難支援体制の
構築及び避難訓練の実施

石狩川上流自治体
平成28年度から検討・実
施

・地域での防災講習会等において，避難行
動要支援者名簿を活用した避難支援体制
の理解と協力を依頼。
・消防本部，町内会1，市民委員会1に名簿
の事前提供を実施。
・避難行動要支援者の避難支援体制（個別
避難計画）の構築及び避難訓練を実施。
・避難行動要支援者名簿の更新。

・引き続き実施。

9 7

④想定最大規模の洪水を踏まえた避難
方法・避難場所の見直しを実施すると
ともに、隣接市町村を含めた広域避難
計画に関する検討を行う

石狩川上流自治体
平成28年度から検討・実
施

・防災協定先（道北市長会）の自治体との間
で広域避難連携の必要性について検討。
・避難所の見直しを実施。

・広域避難計画の検討
・近隣市町村と広域避難の必要性について
検討 9 4

⑤SNS、防災ラジオ、緊急エリアメール、コ
ミュニティーFM等の様々な情報伝達手段
による情報発信を実施。
（多言語化対応含む）

石狩川上流自治体
平成28年度から検討・実
施

・SNS、緊急速報メール等の情報伝達を継
続するとともに、情報伝達手段の多様化を
検討。
・インバウンドの増加を踏まえた多言語対応
の検討を実施。
・デジタル防災無線導入事業を実施。
・IP告知端末器による情報発信の実施。
・緊急エリアメールを活用した情報発信の実
施。
・町HP、フェイスブック、ツイッター、防災行
政無線を用いて、気象情報、通行止め情報
などを発信した。

・引き続き実施。

9 9

■情報伝達、避
難計画等に関す
る事項

大規模水害
に対し、迅

速・確実な避
難行動のた
めの取組
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

取組着手
市町村数

H30以降取組内容
対象

市町村数
目標時期大項目 中項目 小項目 H29取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）

①想定最大規模も含めた浸水想定区域
図、浸水シミュレーション、家屋倒壊等氾
濫想定区域の作成・公表
（多言語化対応含む）

旭川開発建設部
上川総合振興局

平成28 年度から

・インバウンドに対応した浸水想定区域図等
の検討・作成。
・想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域
図を作成。

②想定最大規模の洪水に係る浸水想定
区域図に基づいたハザードマップの作成
と周知（多言語化対応含む）

旭川開発建設部
上川総合振興局
石狩川上流自治体

平成28年度から検討・実
施

・牛朱別川、ペーパン川、倉沼川、当別川、
ポン川、比布川の想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図を関係市町村へ配布。
・想定最大規模の洪水ハザードマップの作
成方法等について検討

・引き続き実施。

9 6

③想定最大規模の洪水に係る浸水想定
区域図に基づいた、まるごとまちごとハ
ザードマップの作成と周知
（多言語化対応含む）

旭川開発建設部
上川総合振興局
石狩川上流自治体

平成28年度から検討・実
施

・あらたな浸水想定区域図に基づく、まるご
とまちごとハザードマップの作成の検討。

・引き続き実施。
・ハザードマップの修正とあわせ検討開始。

9 5

④小中学生を中心とした石狩川の洪水の
特徴を踏まえた防災教育の実施

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

平成28年度から検討・実
施

・小学生を対象とした防災教育を実施
（7月11日）旭川市立近文小学校4～6年生
239名
（7月12日）旭川市立東５条小学校4～6年生
135名、
大町小学校4～6年生 43名
・指導計画支援の実施をするモデル校を旭
川市立神楽小学校で決定。
・防災センター施設見学等の利用促進につ
いて検討。

・引き続き実施。

9 5

⑤関係機関及び、住民等を対象とした災
害図上訓練（DIG訓練）等、水防災に関す
る訓練・講習会の開催

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

（6月13日）美瑛町で樋門操作訓練実施
（8月1日）美瑛町で排水ポンプパッケージを
使用した操作訓練を実施。
・上川総合振興局防災訓練（風水害想定）を
実施
・警察職員に対するアルミ舟艇、ゴムボート
の操船訓練を実施。
・福祉施設、老人ホーム、鷹栖町北成地区
住民に対し、防災講話、ＤＩＧ訓練を実施。
・旭川市シニア大学、緑が丘地区民生委員
に対し、防災講話、ＤＩＧ訓練を実施。
・地域における防災講習会など様々な機会
を捉え，水防災に関する意識啓発を実施。
・町職員と消防団向けの水防講習会実施
（土のう作成及び排水ポンプ）
・災害（地震）の講習会を９月１日に一地区
で開催。
・避難行動要支援者への支援体制を踏まえ
たＤＩＧ訓練を実施。

・引き続き、地域における講習会など様々な
機会を捉え，水防災に関する意識啓発を図
る。

・関係機関と連携し効果的な訓練を検討。

9 7

⑥住民・観光滞在者等の水防災意識啓発
のための広報の充実
（多言語化対応含む）

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・上川総合振興局と連携し消防団水防活動
実績のHP公開を行う。
・ダム見学会の継続実施。（実施回数　大雪
ダム4回　忠別ダム25回）
・各交番、駐在所作成のミニ広報誌により、
地域住民全体に広報を実施。
・各種イベント時に街頭啓発を実施。
　　｢防災キッズパーク｣
　　｢あさひかわ駅前広場にぎわい縁日｣
　　｢たかすジョギングフェスティバル｣
　　｢上川神社祭｣
・110番通報受理時における通訳を含めた
三者通話システムを活用。
・住民を対象にHP及び防災講習により啓発
を実施。
・避難行動要支援者への支援体制を踏まえ
たＤＩＧ訓練を実施。
・町発行の広報誌において、水防災対策や
避難所情報などを発信。
・多言語化についてはインバウンド等による
外国人の来訪の状況を勘案しながら、今後
の対応を検討。

・引き続き、HPの活用や講習等により、水防
災意識啓発を図る。
・インバウンドに対応した多言語化等を踏ま
えた広報手段の検討実施。

9 7

■平時からの住
民等への周知・
教育・訓練
に関する事項

大規模水害
に対し、迅

速・確実な避
難行動のた
めの取組
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Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２

取組着手
市町村数

H30以降取組内容
対象

市町村数
目標時期大項目 中項目 小項目 H29取組内容取組機関

スケジュール（上段：計画、下段：実績）

①毎年、重要水防箇所の見直しを実施す
るとともに、関係機関・水防団等が参加す
る水害リスクの高い箇所の共同点検を実
施

旭川開発建設部
上川総合振興局
警察、
石狩川上流自治体

引き続き実施

・重要水防箇所等の共同点検を実施。 ・出水期前に実施する重要水防箇所等の共
同点検を継続実施
・町内にある水門（１８箇所）の点検、操作を
消防団へ委託。

9 8

②市町村防災担当職員を対象とする防災
対応力の向上を図る取組を行う

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・水防連絡協議会や、石狩川流域圏会議で
の豪雨災害対策職員研修に参加し、防災対
応力向上を図る。
・厳冬期避難所演習に参加。

・引き続き実施。

9 9

③流域市町村の防災担当者、水防資機材
等の情報共有を行う

旭川開発建設部
旭川地方気象台
上川総合振興局
警察、自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・水防連絡協議会、石狩川流域圏会議（防
災WG）で取りまとめた情報の共有を実施。

・引き続き実施。

9 9

④広報誌やHP等により、水防協力団体
の募集・指定の促進を図る

旭川開発建設部
石狩川上流自治体

平成28年度から検討・実
施

・広報やホームページ等により水防団員の
募集。

・引き続き実施。
9 8

⑤広報誌やHP等により、水防団員の拡充
を図る

石狩川上流自治体 引き続き実施

・広報やホームページ等により団員の募集
を行う。
・消防本部主催行事で消防団の募集を実
施。

・引き続き実施。

9 9

■市町村庁舎や
災害拠点病院等
の自衛水防の推
進に関する事項

①浸水想定区域内の拠点施設に対する
水害リスクを把握し、機能維持に関する検
討を実施

旭川開発建設部
石狩川上流自治体

平成29年度から実施

・施設情報の抽出
（要配慮者施設、主要病院、変電所、浄水
処理場、下水処理場、ゴミ捨場等）
・内水浸水想定区域図の検討
・浸水交通網の整理
（JR・国道・主要道道・高速道路、主要橋梁
も含む）
・想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域
図に基づいたハザードマップの作成方法等
について検討。
・浸水想定区域図（想定最大規模）より点検
し、該当施設が無いことを確認済。
・旭川開建からの想定最大規模の洪水に係
る浸水想定区域公共施設合成図情報等を
踏まえ、該当施設及び水害リスクを把握し、
効果的な対応を検討・実施。

・引き続き実施。
・各氾濫ブロックの水害リスク特性をまとめ
リスク評価を行い、早期に避難が必要な区
域の抽出及び避難時の課題抽出。

9 8

①排水ポンプ車等の災害対策車の出動
要請方法等に関する確認

旭川開発建設部
自衛隊
石狩川上流自治体

平成28年度から実施

・石狩川流域圏会議による豪雨災害対策職
員研修で説明を実施
・水防連絡協議会や研修等において説明を
実施。
・水防連絡協議会や研修等において確認・
共有を行う。

・引き続き実施。

9 9

②迅速な氾濫水の排水を行う為、排水ポ
ンプ車等の操作訓練を行う

旭川開発建設部
自衛隊
石狩川上流自治体

引き続き実施

・迅速な氾濫水の排水を行う為、継続実施
（実施回数 7回）
・市所有の排水ポンプ車が昨年の台風時に
故障しH29年度末に新しい排水ポンプ車が
入車予定のため，H29年度は常設排水ポン
プ施設の訓練を実施。
・7月に土のう作成・積み習熟及び排水ポン
プの習熟訓練を実施。
・小型排水ポンプ機器を整備。
・「排水ポンプパッケージの操作訓練」を実
施した。

・引き続き、各消防団と共同で、必要に応じ
て訓練を実施。

9 8

③内水被害常襲箇所の把握と、効果的な
排水を行うための排水ポンプ設置箇所検
討及び、釜場等の整備

旭川開発建設部
石狩川上流自治体

平成28年度から
検討・実施

・大規模水害を前提とした洪水氾濫に対し、
都市機能や社会経済活動の早期復旧に資
するための緊急排水計画（案）の検討を行
う。
・流域内で湛水時間２４時間以上となるはん
濫ブロックを抽出し、代表箇所で排水計画
（案）を作成。
・美瑛水防拠点に排水ポンプパッケージを
設置。
・美瑛第２排水樋門箇所に釜場の整備
・緊急排水計画（案）の検討と連携し、内水
被害常襲箇所の把握、排水ポンプ設置箇所
検討を実施。

・H29年度に旭川開建で行う緊急排水計画
（案）の検討と連携し、内水被害常襲箇所の
把握、排水ポンプ設置箇所検討を実施予
定。
・排水ポンプの使用についての講習会実
施。

9 6

都市機能や
社会経済活
動の早期復
旧のための
取組

■氾濫水の排
水、施設運用等
に関する取組

■水防活動の効
率化及び水防体
制の強化に
関する事項

洪水氾濫被
害軽減のた
めの的確な
水防活動に
関する取組

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
1



■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に基づき、防災
学習（出前講座）を実施。

■旭川市近文小学校４年～６年生が防災について学ぶことを目的に、「降雨体験機」による災害時の雨の体験、防災知
識を得るための「防災○×クイズ」、ハンディキャップを負った人の避難を想定した「避難シミュレーション」、災害が起
こったことを想定して事前に考える「防災ディスカッション」を行った。また、「川の模型実験機」を使用して川の特性と治
水事業の必要性などについて学んだ。

【旭川開発建設部】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

小中学生を中心とした石狩川の洪水の特徴を踏まえた防災教育の実施

実 施 日：平成２９年７月１１日（火）
場 所：旭川市立近文小学校

（旭川市緑町１７丁目）
参加機関：旭川市立近文小学校、旭川開発建設部
参加人数：４年生 ７４名、５年生 ８１名 ６年生 ８４名
実施内容：降雨体験機、防災○×クイズ、

避難シミュレーション、防災ディスカッション、
川の模型実験

避難シミュレーション及び降雨体験の状況

石狩川上流域

実施箇所

■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に基づき、地域
防災力の向上を目的とした排水ポンプパッケージ操作訓練を実施。

■平成28年8月洪水で水位の急上昇が発生した石狩川水系美瑛川の美瑛第２排水ひ門において、大雨による増水で樋
門が閉扉した状況を想定し、排水ポンプパッケージを使用した内水排除訓練を実施。
訓練は、旭川開発建設部で実施し、美瑛町、災害協定業者、JA美瑛が合同で実施。

【旭川開発建設部】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

関係機関・地域住民等を対象とした水防災に関する訓練を実施

日 時：平成29年8月1日（火）
場 所：石狩川水系美瑛川

美瑛第２排水ひ門地先
参加機関：美瑛町(3名)、JA美瑛(2名)、

災害協定業者(10名)
旭川開発建設部(18名)

訓練内容：排水ポンプパッケージの
操作訓練

排水ポンプパッケージ操作訓練実施状況

開会挨拶

排水ポンプ設置作業 排水ポンプ設置状況

資機材及び操作説明

実施箇所

石狩川水系
美瑛川
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■天塩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね５年で実施する取組」に基づき、「河川リアルタイム情報
（北海道開発局ホームページ）」におけるCCTV提供画像の地点を追加拡大を実施し、現地の状況を確認できる箇所が増え、避難活動や水
防活動の支援と防災意識の向上を図った。

【旭川開発建設部】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

円滑な避難活動や水防活動を支援するため、簡易水位計や量水標、CCTVカメラの設置

【河川リアルタイム情報ホームページ表示画面】

【石狩川上流】画像提供箇所数

●観測所カメラ １５箇所
●河川カメラ ８１箇所

【天塩川上流】画像提供箇所数

●観測所カメラ １１箇所
●河川カメラ ２５箇所

河川カメラ

観測所カメラ

河川カメラ

観測所カメラ

【河川カメラ静止画表示画面（１０分更新】

【観測所カメラ静止画表示画面（１０分更新】

河川・リアルタイム情報 http://info-dam.hdb.hkd.mlit.go.jp/river/

■天塩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね５年で実施する取組」に基づき、氾濫発生情報発表時の
浸水の恐れがある地域表示を想定最大規模の洪水を対象とした範囲まで拡大した表示を実施。

【旭川開発建設部】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

わかりやすい洪水予報伝文への改良を行う

【洪水予警報文（レベル５）】

【浸水が想定される地区名】

・■■町■丁目
・▲▲市▲▲町▲丁目
・▲▲市●●町●丁目
・□□市□□町□丁目

・
・
・

【浸水想定地区名】

●氾濫による浸水が想
定される区域の覧に、
浸水の恐れがあるすべ
ての地域を表示

【浸水想定地区】

■■町■丁目

▲▲市▲▲町
▲丁目

▲▲市●●町
●丁目

                                                           13



■石狩川上流減災対策協議会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に基づき、要配
慮者利用施設の管理者に講習会を実施した。

■要配慮者利用施設の管理者に防災意識の高揚と対応力の向上及び避難確保計画の見直しを検討してもらうため「災
害時における的確な避難について」と題して講話を行った。

【旭川地方気象台】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

避難行動要支援者の避難支援体制の構築に関する講習会を実施

日 時：平成29年10月19日（木）
場 所：旭川市民生活館
主 催：在宅型有料老人ホーム有志の会

参加人数：25人
実施内容：「災害時における的確な避難につ

いて」と題して講話を行った。

1.災害リスク

2.段階的に発表する防災気象情報

3.防災気象情報の入手方法

4.避難を判断するために

会場：旭川市民生活館 参加者

当台からの説明 地域まちづくり課担当者に
よる非常食等の説明

■平成28年に発生した台風・低気圧による河川氾濫等を想定し、救助活動に携わる警察官の救助技術・知識の向上を目
的とした災害救助訓練を実施。

■忠別川において、ゴムボート、アルミ舟艇を組立て、操船訓練を実施。
また、北海道警察本部機動隊から訓練指導員を要請し、河川救助における基礎教養、各種資機材を活用した救助訓
練等を実施。

【北海道警察】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

関係機関・地域住民等を対象とした水防災に関する訓練を実施

日 時：平成29年8月7日（月）
場 所：旭川市東光 忠別川
参加機関：北海道警察(30名)
訓練内容：ゴムボート、アルミ舟艇の操船

訓練
河川における救出救助訓練

災害救助訓練等実施状況

ゴムボート操船

浅瀬横断要領 ロープによる救助要領

河川救助における基礎教養
実施箇所
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■石狩川上流減災対策委員会において策定した、減災に関する取組方針の「概ね5年で実施する取組」に基づき、地域
防災力の向上を目的とした土のう演習及び排水ポンプパッケージ操作訓練を実施。

■水害発生現場での応急対応力強化のため、現場作業を想定される町職員と消防団を対象に、土のうの基本的な作成
と効果的な積み方の演習を実施、また、昨年に引き続き、排水ポンプパッケージの設置演習を行った。

【鷹栖町】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

関係機関・地域住民等を対象とした水防災に関する訓練を実施

日 時：平成29年7月6日（木）
場 所：鷹栖町防災倉庫前
参加機関：鷹栖町、鷹栖町消防団

旭川市消防鷹栖支署
旭川開発建設部（計90名）

訓練内容：土のうの作成及び設置演習
排水ポンプパッケージの接続
訓練

土のう演習及び排水ポンプパッケージ操作訓練実施状況

開 会

土のう設置演習 排水ポンプ設置状況

土のう作成演習

鷹栖町

【東神楽町】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

関係機関及び、住民等を対象とした災害図上訓練（DIG訓練）等、水防災に関する訓
練・講習会の開催

                                                           15



■町が毎月発行している「広報ぴっぷ」に、防災のためのコラム「防災レンジャー」を毎号掲載。
内容は、防災意識を広めるために、「防災レッド」が防災にまつわる様々な知識や情報を教えるというもの。
防災に関する様々な話題を取り扱っているが、特に出水期に際しては水防災に関わる部分について重点的に取り扱っ
ている。
「防災レッド」という架空のキャラクターを使い発信することで、防災に親しみやすくしている。

【比布町】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

地域住民等の水防災意識啓発のための広報の充実

〈水防災に関わる号〉
４月号：
避難所とは何か・どこにあるのか

５月号：
避難情報（避難準備情報など）について

７月号：
防災気象情報（警報など）について

８月号：
風水害（大雨・強風）について

９月号：
非常持出品・災害用備蓄品について

「防災レッド」

広報ぴっぷ４月号掲載のコラム「防災レンジャー」

■石狩川上流の減災に関する取組方針に基づき、上川町層雲峡地区の防災情報発信力の向上を目的とした、層雲峡地
区情報配信システム構築工事を実施。（一部工事中）

■国内外より年間200万人の観光客が訪れる上川町層雲峡地区に、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント５ヵ所とデジタルサイネージ
２か所を設置（二か国語対応）。災害時には、避難情報や避難所開設に関する情報を配信し、情報支援を行う。

【上川町】石狩川上流の減災に関する取組の実施状況

SNS、防災ラジオ、緊急エリアメール、コミュニティーFM等の様々な情報伝達手段の整備
（多言語化対応含む）

工 期：平成29年9月1日～
設置場所：上川町字層雲峡

層雲峡中央プロムナード広場
総合コミュニティセンター
層雲峡写真ミュージアム
流星・銀河の滝（AP２ヵ所）

設備内容：Wi－Fiアクセスポイント設置
デジタルサイネージ設置

層雲峡地区情報配信システム イメージ図

デジタルサイネージ イメージ図
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北海道 上川総合振興局 旭川建設管理部

１．はじめに
２．協議会の構成員
３．対象流域の概要と主な課題
４．現状の取組状況等

石狩川上流の北海道管理河川を含めた
取組方針の改訂について

５．減災のための目標
６．概ね5年で実施する取組
７．フォローアップ
８．平成29年度の取組状況

【平成30年2月27日 協議会】
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1

■第２回⽯狩川上流減災対策委員会（平成28年9⽉8⽇）
・「⽯狩川上流減災対策協議会」設⽴の説明
・北海道管理河川の参画

■第４回⽯狩川上流減災対策協議会
・『「⽔防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく⽯狩川上流の減災に係る
取組⽅針』に、北海道（旭川建管）の取組を追加し、取組⽅針を⼀部改訂
する内容を説明

■第３回⽯狩川上流減災対策委員会（平成29年6⽉29⽇）
・「⽯狩川上流減災対策協議会」へ移⾏

・北海道管理河川で概ね５年で実施する減災に係る取組⽅針を検討
・河川管理者として、国管理河川と同様の取組を実施予定
・関係機関との連携のため、わかりやすくとりまとめることが必要

１．はじめに
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2

本⽂表紙
１．はじめに

・北海道管理河川が参画

・新たな法定協議会として「⽯狩川上流域減災対策協議会」に移⾏
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１．はじめに

項 ⽬ 概 要
⾯積 3471km2
⼈⼝ 約40万⼈

１級河川 94河川（⽯狩川上流⽔系）
3
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4
※出典：国⼟交通省第3回⼤規模氾濫に対する減災のための治⽔対策検討⼩委員会資料より転載

１．はじめに
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5
※出典：国⼟交通省第3回⼤規模氾濫に対する減災のための治⽔対策検討⼩委員会資料より転載

１．はじめに

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
2



・北海道管理河川は平成29年度から参画し、国管理河川より取組が1年遅れる
⇒北海道管理河川での取組⽬標年次を、平成33年度までとして記載 6

・新たな法定協議会として「⽯狩川
上流減災対策協議会」を設⽴

・北海道管理河川が参画
⇒上記の経緯について追記

[p.1] [p.2]

・北海道が管理する中⼩河川は、国が管理する
⼤河川と異なる特徴を有する

⇒中⼩河川の特徴を追記

１．はじめに
本⽂p.1,p.2
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7

・北海道管理河川においても、河川整備計画を策定し、
堤防整備、河道掘削等の対策を実施

⇒北海道管理河川の河川整備の状況を追記

[p.5]

３．対象流域の概要と主な課題
本⽂p.5
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●北海道の取組状況を追記
●国管理河川と同様の取組については、
機関名のみ追記

・避難勧告の発令の⽬安となる氾濫危険情報の発
表等の洪⽔予報を実施している。（旭川開建、
上川総合振興局、旭川地⽅気象台）

・重⼤災害の発⽣のおそれがある場合には、旭川
河川事務所⻑から⾃治体⾸⻑に対して情報伝達
（ホットライン）を実施している。（旭川開
建、上川総合振興局、⽯狩上流⾃治体）

・北海道⽔防計画の規定に基づき、⽔防警報、
⾬量及び⽔位情報の伝達を⾏っている。
（上川総合振興局）

など

8

４．現状の取組状況等
本⽂p.6〜p.13

例：[p.6]
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●北海道独⾃の取組については、新た
に項⽬・記載を追加

・避難勧告発令の⽬安となる⼟砂災害警戒情報を
気象台と共同で発表している。（上川総合振興
局）

など

9

４．現状の取組状況等
本⽂p.6〜p.13

例：[p.7]
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４．現状の取組状況等
本⽂p.8

10

・避難勧告発令の⽬安となる⼟砂災害警戒情報を気象台と共同で発表
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５．減災のための⽬標

11

■５年間で達成すべき⽬標

■⽬標達成に向けた３本柱

洪⽔時の流れのエネルギーが⼤きい急流４⼤河川が市街部で合流する地形特性を
持つ⽯狩川上流の⼤規模⽔害に対し「迅速・確実な避難」、「社会経済被害の
最⼩化」を⽬指す。

(1)⼤規模⽔害に対し、迅速・確実な避難⾏動のための取組
(2)洪⽔氾濫被害軽減のための的確な⽔防活動に関する取組
(3)都市機能や社会経済活動の早期復旧のための取組

本⽂p.14

●北海道管理河川における減災のための⽬標は、新たに設定せず、
国管理河川を含む対象流域の⽬標と同じものとする

●北海道管理河川の取組期間は、平成33年度までの5年間とする
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６．概ね５年で実施する取組
本⽂p.15〜p.19

１）ハード対策の主な取組
・河道掘削（旭川開建、上川総合振興局）
・堤防天端の保護（旭川開建、上川総合振興局）
・円滑な避難活動や⽔防活動を⽀援するため、簡
易⽔位計や量⽔標、CCTVカメラの設置（旭川開
建、上川総合振興局）

など

２）ソフト対策の主な取組
・円滑かつ迅速な避難⾏動のため、避難勧告等の
発令に着⽬したタイムラインの作成及び精度向
上を⾏う（旭川開建、上川総合振興局、⽯狩上
流⾃治体）

・想定最⼤規模も含めた浸⽔想定区域図、浸
⽔シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定
区域の作成・公表（多⾔語化対応含む）
（旭川開建、上川総合振興局）

など

●国管理河川と同様の取組は連名に
●独⾃の取組は新たに項⽬を追加

12

例：[p.15]
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６．概ね５年で実施する取組
１）ハード対策の主な取組

・洪⽔を河川内で安全に流す対策として、河道掘削等を引き続き実施
本⽂p.15

13⽐布川

河川名 市町村名 施⼯
年度

業概概要

⽜朱別川 旭川市・
東川町・
当⿇町

S24〜 掘削⼯、築堤⼯、護岸
⼯、樋管⼯、道路橋等

ポン川 旭川市・
東神楽町

H4〜 掘削⼯、築堤⼯、護岸
⼯、樋管⼯、道路橋等

⼋千代川 東神楽町 H26〜 掘削⼯、築堤⼯、護岸
⼯、樋管⼯、道路橋等

⽐布川 ⽐布町 H8〜 掘削⼯、築堤⼯、護岸
⼯、樋管⼯、道路橋等

⼗五号川 旭川市 H23〜 掘削⼯、排⽔⼯、道路
橋、サイフォン⼯等

⾬紛川 旭川市 H16〜 掘削⼯、築堤⼯、護岸
⼯、樋管⼯、道路橋等

アイヌ川 旭川市 S61〜 掘削⼯、築堤⼯、護岸
⼯、樋管⼯、道路橋等

横断イメージ図

旭川市の市街地周辺
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本⽂p.15

14

６．概ね５年で実施する取組
１）ハード対策の主な取組

旭川建管での取組
（堤防天端保護）

河川名 管轄
ペーパン川 事業課
倉沼川 事業課
当⿇川 事業課
ポン川 事業課
⽐布川 事業課
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６．概ね５年で実施する取組
２）ソフト対策の主な取組

15

・平時からの住⺠等への周知・教育・訓練に関する事項として、想定最⼤
規模の洪⽔に係る浸⽔想定区域図等の作成と周知を引き続き実施

本⽂p.16〜p.19

想定最⼤規模の洪⽔浸⽔想定区域図（⽐布川の例：H29年12⽉指定）

河川名 管轄

江丹別川

事業課

倉沼川

⽐布川

ポン川

置杵⽜川

⽜朱別川

ペーパン川

当⿇川

：公表済の河川

想定最⼤規模の洪⽔浸⽔想定区域図の公表状況
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７．フォローアップ
本⽂p.20

●国管理河川と同様にフォローアップ
・取組の進捗状況の確認
・必要に応じて取組⽅針の⾒直し

[p.20]
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８．平成29年度の取組状況
①⽔位周知河川・⽔位局の追加

・旭川建設管理部管内の空知川、ユクトラシュベツ川において⽔位局を2箇所
追加予定。

⽔位局（追加予定）

空知川の例
（⽔位周知区間、⽔位局の追加）

※下図は確率規模100年における浸⽔想定区域図

水位周知区間(L=5.7㎞)

K
P1
2
3.
3
5

幾寅水位観測所（国）

KP117.50

K
P1
1
7.
6
5

※本協議会の対象河川では追加なし
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８．平成29年度の取組状況
②⽔防警報の発表

・旭川建設管理部管内において、H29年の⽔防警報は1回、延べ2河川で発表。
（⽯狩川上流域内では実績なし）

※本協議会の対象河川では実績なし

年⽉⽇ 河川名 管轄
H29年9⽉19⽇ オンネベツ川 ⼠別出張所
H29年9⽉19⽇ 豊栄川 美深出張所

計1回 延べ2河川

⽔防警報の発表実績（H29）
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８．平成29年度の取組状況
③洪⽔浸⽔想定区域図の作成・公表

・平成29年12⽉に⽐布川、平成30年1⽉に倉沼川・ポン川等における
洪⽔浸⽔想定区域図を公表。

・江丹別川、置杵⽜川についても、作成次第、順次公表予定。
想定最⼤規模の洪⽔浸⽔想定区域図（⽐布川の例：H29年12⽉指定）

河川名 管轄

江丹別川

事業課

倉沼川

⽐布川

ポン川

置杵⽜川

⽜朱別川

ペーパン川

当⿇川

想定最⼤規模の洪⽔浸⽔想定区域図の公表状況

：H29年度公表河川

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
6


